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　例年になく、あたたかい３月、卒園式も終わり、新学期の準備に大わらわな時期を迎えま

した。40年前は春休みが取れたのですが、最近は忙しい春休みになりつつあります。この

１年を振り返りますと、いろいろなことがありました。

　●　４月には新制度が導入され、施設型給付を受ける幼稚園に20ケ園移行されました。収入額

は増加したものの毎月の請求申請や報告案件の事務量が増えて困っているとの声が寄せら

れています。移行された施設の子どもたちの様子に特段変わったところはないものの、教員

や保育士の働き方に工夫すべき点があるとの声も寄せられています。そのための研修会や情報交

換も必要と考えております。

　●　７月に入り、幼児教育振興法制定のための署名活動がありました。あまりにも急な話で、周知徹底に苦労しま

したが、保護者の方々のご協力により、全国から630万人を超える署名をいただき、今国会に提出する予定になっ

ております。幼児教育の無償化、教員の質の向上、地域や家庭の教育力の向上、地方自治体の支援体制の整備

等が主な柱になっております。

　●　11月の園児募集受付に伴う新規教員の採用を養成校に提出したところ、募集時期が遅いということもあり、教

員不足が表面化いたしました。次年度の対応策として、７月ごろまでに、各園の特徴を記したパンフレットを

作成し、学生に配布するとともに、初任給の改善、残業時間の短縮等、学生が応募してくれる環境作りに取り

組む必要があります。各園のご協力をお願い申し上げます。

　●　12月には就園奨励費補助金が交付され、約８割の園児が減免の対象になりました。来年度はさらに多くの園児

が対象となるよう、国や関係機関に働きかけてまいります。来年度の運営費補助金の単価も関係者の働きによ

りまして、1,028 円増額となりました。関係者に改めて感謝申し上げます。
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私幼
保育時間　　8 時 30 分～ 14時
預かり保育　　早　朝：８時～８時30分
　　　　　　降園後：14時～ 18時
給　　食　　週３回（月・水・金曜日：業者給食）
バス送迎　　１台（約 30分）
未就園児教室　　わかばクラブ（月１回、定員30名、会費3,000円 /年）

《概　要》
　昭和30年に開園し、56年にわたり、
地域の幼児教育に携わってきた「閖
上わかば幼稚園」が、平成 23 年 3 月
の東日本大震災により全壊し、その
後、3 年間の休園を経て、閖上から美
田園に場を移して、平成 26 年 4 月に
「美田園わかば幼稚園」（定員 105 名）
と改名して再び開園しました。現在、2 年目を迎え、新
しい幼稚園として、地域の方々と共に、未来ある子ども
たちの健やかな育成に努めています。
　2 月 2 日（火）取材当日は、豆まきの日でした。ホール
での集まりの後、クラスに分かれて鬼が来るのを待ちま
す。鬼が太鼓をどん
どんと鳴らしながら
クラスに入って来る
と、一斉に「鬼は外！」
の園児の元気な声が響
き、鬼に豆をぶつけ
て追い出し、満足げ
な表情です。

《教育の目標・目指す子どもの姿》　
○　教育理念及び 4つの基本理念＜①個性尊重②郷土愛・
文化の継承③家族愛・愛国心④世界平和＞を受けて、
目標の達成に努めています。
◇　教育目標：基本的な生活習慣を身に付け、心身とも
に健康で人間性豊かな小さな紳士・淑女を育てる。
◇　目指す子どもの姿：
　・　自分で考え、行動する子ども（自立）
　・　何ごとにもくじけず、頑張る子ども（挑戦）

　・　優しさと思いやりの心で、助け合う子ども（協調）

《開園 2年目の現状と特色》
　白いテント屋根のユニークなフォルムの園舎の内部は、
１フロアに４クラスの保育室、ホール、ステージ、絵本
コーナーなどが配置
されており、状況に
応じて工夫して施設
を活用しています。
また、渡り廊下でつ
ながっている厨房を
備えた多目的室は、
預かり保育や英語、茶道教室に
使用しています。園舎は、釘で
はなく全てボルトで固定してあ
り、園舎の周りをぐるりと囲む
ベランダの天井の支えは、装飾
的です。園児数の増加により、
今年度は、運動会は小学校、生活発表会は公民館をお借
りして実施しました。来年度も、園児が増えるので、施
設面での整備が急がれるとのことで、より良い環境を整
えるために、今年度就任された遠藤茂樹園長先生が奔走
されています。
　保育面では、通常保育の中に、「英語教室」や「茶道教室」
を取り入れ、異文化及び日本文化に親しむ保育環境の構
築を図っています。
・　英語教室：基本理念の「世界平和」（友情を築き、世界
中の人と仲良くしようとする心を育てる）の具現を図
る。

・　茶道教室：基本理念のひとつである「郷土愛・文化の
継承」（ふるさと名取の歴史・文化・自然・誇りを伝える）
の具現を図る。
　この他にも基本理念のひとつである「家族愛・郷土愛・
愛国心」の具現の機会を積極的に取り入れています。

・　先人の想いや地域の歴史に触れさせるための名取の史
跡を訪ねる園外保育

・　地域の人とのかかわりを体験させるための老人介護施
設訪問

・　東日本大震災の被災園として、復興に携わる人や地域
を守る人に目を向けさせる機会としての消防署見学

（小川せつ子・鎌田俊昭）

幼稚園園児数　78名
（満３歳児５名、３歳児 23名、４歳児 37名、５歳児 13名）

美田園わかば幼稚園美美美美美美田田田園園園園わわわわわわわかかかかかかかばばばばばばば幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚園園園園美田園わかば幼稚園美田園わかば幼稚園幼稚園訪問記幼稚園訪問記

ににとももともとと子子なな幼幼幼
〒981-1217
名取市美田園 6丁目 16-10

美田園わかば幼稚園 では美田園わかば幼稚園 では美田園わかば幼稚園 では美田園わかば幼稚園 では

※平成 28年 3月 18日現在

美田園わかば幼稚園

園長　遠藤　茂樹　先生
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最近の私立幼稚園を巡る動向について最近の私立幼稚園を巡る動向について最近の私立幼稚園を巡る動向について
宮城県総務部私学文書課長　　中　村　今日子
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平成27年度   宮私幼教育研究発表大会
大会テーマ：「園内研修を支える教師の同僚性について考える」
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宮城県知事・議会議長への陳情宮城県知事・議会議長への陳情宮城県知事・議会議長への陳情

期日：平成 27年 12月 2日（水）午後 5時 30分～　　会場：仙台ガーデンパレス

教育文化功労　根　來　宣　昭　先生
県　治　功　労　渥　美　　　巖　様
教育文化功労　根　來　宣　昭　先生
県　治　功　労　渥　美　　　巖　様
教育文化功労　根　來　宣　昭　先生
県　治　功　労　渥　美　　　巖　様
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日時：平成28年３月３日（木）　　会場：東京エレクトロンホール宮城

平成27年度平成27年度平成27年度
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巻 頭 言
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　例年になく、あたたかい３月、卒園式も終わり、新学期の準備に大わらわな時期を迎えま

した。40年前は春休みが取れたのですが、最近は忙しい春休みになりつつあります。この

１年を振り返りますと、いろいろなことがありました。

　●　４月には新制度が導入され、施設型給付を受ける幼稚園に20ケ園移行されました。収入額

は増加したものの毎月の請求申請や報告案件の事務量が増えて困っているとの声が寄せら

れています。移行された施設の子どもたちの様子に特段変わったところはないものの、教員

や保育士の働き方に工夫すべき点があるとの声も寄せられています。そのための研修会や情報交

換も必要と考えております。

　●　７月に入り、幼児教育振興法制定のための署名活動がありました。あまりにも急な話で、周知徹底に苦労しま

したが、保護者の方々のご協力により、全国から630万人を超える署名をいただき、今国会に提出する予定になっ

ております。幼児教育の無償化、教員の質の向上、地域や家庭の教育力の向上、地方自治体の支援体制の整備

等が主な柱になっております。

　●　11月の園児募集受付に伴う新規教員の採用を養成校に提出したところ、募集時期が遅いということもあり、教

員不足が表面化いたしました。次年度の対応策として、７月ごろまでに、各園の特徴を記したパンフレットを

作成し、学生に配布するとともに、初任給の改善、残業時間の短縮等、学生が応募してくれる環境作りに取り

組む必要があります。各園のご協力をお願い申し上げます。

　●　12月には就園奨励費補助金が交付され、約８割の園児が減免の対象になりました。来年度はさらに多くの園児

が対象となるよう、国や関係機関に働きかけてまいります。来年度の運営費補助金の単価も関係者の働きによ

りまして、1,028 円増額となりました。関係者に改めて感謝申し上げます。
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私幼
保育時間　　8 時 30 分～ 14時
預かり保育　　早　朝：８時～８時30分
　　　　　　降園後：14時～ 18時
給　　食　　週３回（月・水・金曜日：業者給食）
バス送迎　　１台（約 30分）
未就園児教室　　わかばクラブ（月１回、定員30名、会費3,000円 /年）

《概　要》
　昭和30年に開園し、56年にわたり、
地域の幼児教育に携わってきた「閖
上わかば幼稚園」が、平成 23 年 3 月
の東日本大震災により全壊し、その
後、3 年間の休園を経て、閖上から美
田園に場を移して、平成 26 年 4 月に
「美田園わかば幼稚園」（定員 105 名）
と改名して再び開園しました。現在、2 年目を迎え、新
しい幼稚園として、地域の方々と共に、未来ある子ども
たちの健やかな育成に努めています。
　2 月 2 日（火）取材当日は、豆まきの日でした。ホール
での集まりの後、クラスに分かれて鬼が来るのを待ちま
す。鬼が太鼓をどん
どんと鳴らしながら
クラスに入って来る
と、一斉に「鬼は外！」
の園児の元気な声が響
き、鬼に豆をぶつけ
て追い出し、満足げ
な表情です。

《教育の目標・目指す子どもの姿》　
○　教育理念及び 4つの基本理念＜①個性尊重②郷土愛・
文化の継承③家族愛・愛国心④世界平和＞を受けて、
目標の達成に努めています。
◇　教育目標：基本的な生活習慣を身に付け、心身とも
に健康で人間性豊かな小さな紳士・淑女を育てる。
◇　目指す子どもの姿：
　・　自分で考え、行動する子ども（自立）
　・　何ごとにもくじけず、頑張る子ども（挑戦）

　・　優しさと思いやりの心で、助け合う子ども（協調）

《開園 2年目の現状と特色》
　白いテント屋根のユニークなフォルムの園舎の内部は、
１フロアに４クラスの保育室、ホール、ステージ、絵本
コーナーなどが配置
されており、状況に
応じて工夫して施設
を活用しています。
また、渡り廊下でつ
ながっている厨房を
備えた多目的室は、
預かり保育や英語、茶道教室に
使用しています。園舎は、釘で
はなく全てボルトで固定してあ
り、園舎の周りをぐるりと囲む
ベランダの天井の支えは、装飾
的です。園児数の増加により、
今年度は、運動会は小学校、生活発表会は公民館をお借
りして実施しました。来年度も、園児が増えるので、施
設面での整備が急がれるとのことで、より良い環境を整
えるために、今年度就任された遠藤茂樹園長先生が奔走
されています。
　保育面では、通常保育の中に、「英語教室」や「茶道教室」
を取り入れ、異文化及び日本文化に親しむ保育環境の構
築を図っています。
・　英語教室：基本理念の「世界平和」（友情を築き、世界
中の人と仲良くしようとする心を育てる）の具現を図
る。

・　茶道教室：基本理念のひとつである「郷土愛・文化の
継承」（ふるさと名取の歴史・文化・自然・誇りを伝える）
の具現を図る。
　この他にも基本理念のひとつである「家族愛・郷土愛・
愛国心」の具現の機会を積極的に取り入れています。

・　先人の想いや地域の歴史に触れさせるための名取の史
跡を訪ねる園外保育

・　地域の人とのかかわりを体験させるための老人介護施
設訪問

・　東日本大震災の被災園として、復興に携わる人や地域
を守る人に目を向けさせる機会としての消防署見学

（小川せつ子・鎌田俊昭）

幼稚園園児数　78名
（満３歳児５名、３歳児 23名、４歳児 37名、５歳児 13名）

美田園わかば幼稚園美美美美美美田田田園園園園わわわわわわわかかかかかかかばばばばばばば幼幼幼幼幼幼稚稚稚稚稚稚園園園園美田園わかば幼稚園美田園わかば幼稚園幼稚園訪問記幼稚園訪問記

ににとももともとと子子なな幼幼幼
〒981-1217
名取市美田園 6丁目 16-10

美田園わかば幼稚園 では美田園わかば幼稚園 では美田園わかば幼稚園 では美田園わかば幼稚園 では

※平成 28年 3月 18日現在

美田園わかば幼稚園

園長　遠藤　茂樹　先生


	p1
	p2
	p8

